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応では，ー炭化ウランと二炭化ウランは三二炭化ウランの包析温度 (約1840 0 C) より相当低い温度にお
いても反応するが，一旦包析組度以上に加熱した後包析温度以下で、合成反応を起させるためには 4炭化ウ
ランと二炭化ウランの混合試料に何らかの機械的処理を加える必要があることをのべている。





上に電着し，これを陰極として二極測定管を組み立て， 5 X 10-7 mmHg 以下の真空皮でシヨットキー効果
を用いて熱電子放出持牲を測定した結果をのべており，リチヤードソン・ダッシユマンの式に示される常
数A及び{土事函数ψの値としてAェ160 amp/cm2deg2 ， ψ=3.8V を得ている。これらの値を従来一炭化ウ
ランについて測定されている値と比較検討した結果，表面の処理状態によって影響されるとのべている口
第五章は結論であって第四章までの実験結果およびその考察で得られた結論をまとめている。
以上のべたように著者はウラン炭化物核燃料を製造ずる新しい方法を開発ずると共に生成機構を考察し
三種のウラン炭化物について種々の事実を解明した。またー炭化ウランの熱電子放出持牲についても研究
した。この結果ウラン炭化物について，種々の現象が明らかとなったことは原子力工学の発展に寄与ずる
ところがまことに大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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